






























































































発行で得た貨幣表示の資金量となる。従って，投資需要はね（W,P, y, r) 
= b, IァPで表せる。もちろん，債券発行に当っては，期待総需要水準
や利子率等が影響を与えるので， b,=b,(W,P,y,r）と書ける。


































せる。これを b~(W, P, r）と書〈。財市場では制約を受けないが，労働
市場では制約を知覚する場合，労働市場での制約が独立変数として，｛責
券需要関数の中に入る。雇用量は企業の労働需要 Id(W/P, y）に等しい
ので，債券需要は b~(W, P，品 r）と書ける。同様に，財市場でのみ制約
を知覚する場合も，債券需要は b~ （W,P， 品ア）で与えられ，両市場で同
時に制約に直面するときも， b~ （W,P，品 r ） と書ける。これら 4 つの債






仰が存在するなら， gく仰の範囲でのみ，家計は制約を知覚する oYo 
の存在を前提にして議論を進めよう。
y ：玉 Yo＝争 b~ 豆 b~ （等号はy＝仰のとき）。 (I) 
これは， b~. b~ では共に労働市場での供給制約が考慮されているが， b~
では財市場でも需要制約に直面L，消費財購入に当てられるべき資金の
一部が，債券市場にspilloverするからである。








故，｛貴券需要 b~ は定義できず，（ Ill ）は削除されることになる。もちろ
ん，（ I)(II）はそのままである。以上4つの償券需要関数をまとめて，
b,(W, P, y, r）と書くことにしよう。
3 . ＜政府〉 政府支出は，貨幣発行（m）によって賄われるものとする。
gで政府の財購入高を表せば， m=Pgとなる。また， Mでh期末におけ















y = k, ( c(W/P, y) + i,(W, P, y, r) + g -y) 
と書ける。ここで，関数k，ト］は符号維持（sign-pre田町ing）である。
債券に対する需給の恭離は，利子率によヴて調整される。





W= [ 0 (i.e. W=W) ，括的












c (W, y）ートル（W,y, r ) +g y = 0 (1) 
で与えられ，また，償券市場の均衡を表す曲線の方程式は， ァ＝ 0, B日ち






dr I 「ab, abd I I「abd ab, l 












債券需要関数はん＝ b~ （W, y，グ）である。条件（I）より， g二仙のと
きめ＝誌であるから， BB曲線は連続である。図のa点におけるめと





債券需要は bd= b~ （W, y , r ）である。条件（皿）より， Y=Yo （図のb
不均衡IS-LMモデル IOI
点）における B'B’曲線の連続性は保証される。 B’B’曲線は， BB曲線を
描く上で前提された家計円貨幣保有高や実質賃金とは，異なる値を仮定





る。 bd= b~ （ y, r）で償券需要は与えられる。条件（ I ）より，ぬと b~の
関係は図のeB のようになる。 b~ と b~ の関係は特定できないので， B’B’
曲線はc点で微分不可能になり得ることのみを指摘しておこう。
次に， IS曲線を導出しよう。 IS曲線は，（ I ）式を gとrで微分する
ことで？得zられる。
（＋）（±）（ー）
drl r de aidl/aid de 
一一l =I l一一一一一一 I／一一； Oく一一く l










即ち， de’／dy= 0であり， I de" /dy-aid/ ayく I-aid/ ayが成立
する。よって， dr/dylfs(i =A:’，・，D’）で各領域におけるIS曲線¢傾
きを表せば， dr/dylι＞ dr/ dyl巴の関係が得られる。
領域C’（BB曲線の下方，仰の右側）：償券市場には超過需要が存在す
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y ~玉 Yo に均衡なが存在する場合だけに限って，位相図を用いて分析を
進めることにする。
以上の限定の下では，（1)(2）式が次のように書き換えられる。
占＝k, ( c ( y ) +id ( y, r) + g -y) 
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In也isarticle, we construct a short-run disequilibrium IS-LM (IS-BB) 
model using a fJXprice method皿d皿aly面白e‘dyn町凶c’stab日ity
characteristics of equilibria. In chapter 3 this approach is compared to 
血enormal practice of using四 IS-IMmodel. 
To do血is,we, first, clarify the o句ectivefunctions to be maximized 
and relevant constramts in a general equilibrium framework. Of partic凶ar
interests are the quantity constraints which charactenze disequilibrium 
models. Related problems are solved by application of the dual decision 
hypothesis. It asse巾血atan agent determmes his effective demand or 
supply伽也ez血 goodby incorporating泊tohis m阻盟国ationprogram 
his budget constraint as well as ali血equ阻 tityconstraints he faces 
except the constraint ag砥nst吐10ith good. Applymg this to the output 
and the bond markets, we obtam a constrained IS curve and a con-
strained BB curve. We show that within this framework吐10IS and BB 
cu四回 carmotbe drawn smoothly because of血eso-called spillover 
effects between the markets. 
τhe next task is to examine世田stabilitycharacteristics of由ismodel 
under the assump世間血atthe level of血eoutput叩 d白emterest悶te
responds to d1screpanc1es between the effective demands for and supp担es
of output and bonds respectively.百tismodel is dynamic h也esense 
也atadjustment is not instantaneous and曲目timeente路面tothe model. 
In世出 modelit can be shown血atthe probability也atan economy 
converges to an underemployment equilibnum increases in comparison 
不均衡IS-LMモデル JC9
with the normal equilibrium IS-LM model.官官 causeof世話sphenom-
enon is, hereagain，也equ皿tityconstraints and the related sがHover
effects. One implication of廿isanalysis is出atwhen quantity constraints 
are bmdmg there 1s a role for active govemment policy. 
